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○○に関する認知言語学的分析
―〇〇を中心に―[footnoteRef:1]* [1: * 本研究は，文部科学省の科学研究費（課題番号：No. XXXXXX）の助成を受けて行われている（執筆者の情報がわかるものは伏せて書くこと）。本誌の匿名査読者には，草稿に関して貴重なコメントをいただいた。] 


認知花子（言語大学）執筆者の情報は書かないこと

要旨
ここに日本語の要旨を300～400字で入れる。要旨は，結論を中心に作成し，簡潔かつ，本文の内容がわかるように。

キーワード
スキーマ　推論　構文文法　

1. はじめに
このファイルは『認知言語学研究』 (Journal of Cognitive Linguistics) の投稿用のファイルなので，このファイルに直接書き込んでいくことができる。 

2. フォント・ポイントと形式
フォント（文字の書体）に関しては，日本語はMS明朝，英語及び数字はTimes New Romanとする。ポイント（文字の大きさ）に関しては，本文は10.5ポイント(見出し[各セクションのタイトル]は，太字とする) ，論文タイトルは12ポイントを使用する。

例文番号は，すべて括弧付きで，(1), (2), (3) ...とし，その下位区分は，a. b. c. ...とする。例文と本文の間は１行の空行を入れる。

　本文内で引用を行う場合には以下のような書き方にする。
（田中 2012: 277）,（山下・高野 2014: 239-241）,（Lakoff & Johnson 1980: 13-16),（山田（他）2010: 34）, (Quirk et al. 1985: 1764）
執筆者自身の論文を引用する場合には、本人が特定されないよう、（投稿者　2010: 31）として表記すること。

3. 表と図
3.1. 表
表には「表１」「表２」のように通し番号をつけ，表の上側にキャプションをつける。表の中の文字には9ポイント以上を使う。数字は半角英数とする。

表1　表の例
  　　　得点 	　　条件
	　A	     B	行動あり	　行動なし
	1	1	6	7
	1	0	3	2
	0	1	4	1
	0	0	1	4
注： N=28

3.2. 図
図についても，「図１」「図２」のように通し番号をつける。図の下側にキャプションをつける。図の中の文字には9ポイント以上を使う。


図1　図の例

4. 参考文献
日本語の文献については，下記の例を参照にし，日本語以外の文献については最新のAPAに準じるものとする (現在はAmerican Psychological Association 2019 7th edition)。配列は，まず日本語文献を50音順でリストし、次に外国語文献をアルファベット順にリストする[footnoteRef:2]。また、投稿者自身の文献は、日本語文献であれば五十音順の最後に「投稿者」として、また日本語以外の文献であればアルファベット順の最後に「Author」として、それぞれ表記すること。（以下の例を参照） [2:  注は脚注とする。] 
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